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　今回、ご指摘頂いた「サービスの質の向上」と「事業計画の周知」については、現在取組みを行っていると
ころではありますが、十分ではない部分については第三者評価のご指摘を踏まえ改善していきたいと考え
ます。
　サービスの質の向上を図るため終了時アンケート調査を実施していますが、今後は、項目の整理を行い
サービスの充実に向けてより役立てられるよう取り組む予定です。
　事業計画の周知については、個々人の利用者や家族、関係機関には面接や電話等での説明、ホーム
ルームや掲示板、局だよりの配布等にて伝えております。さらに、今回の第三者評価の結果を受け、誰も
が分かる方法として当センターのパンフレットに基本理念を入れる改善を進めることとしました
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【コミュニケーション手段の確保】
利用者とコミュニケーションできる関係作りの為、手話やＰＣの拡大機能、デイジー(録音再生器機)、
書きポン(直ぐ消せる黒板)、トーキングエイド(キー入力に合わせ音が出る)等を使用しています。又、
発達障害の利用者に対応して、利用者の過去の生活環境や背景を調査し参考にしたり、筆談によ
りコミュニケーションを取る事も行なっています。

【サービスの質の向上】
サービスの質の向上に関する取組として、終了時アンケートを行ないデータの収集とまとめが行なわ
れています。しかしながら、そこから課題の抽出・分析や改善策の策定等が行なわれておらず、アン
ケート実施の目的が何なのか分かり難くなっている様に感じます。
【事業計画の周知】
年度の事業計画は、利用者や家族等に周知(配布・掲示・説明等)されていませんが、施設の目指し
ている方向や具体的な施策等を利用者に理解して貰う事で、利用者・施設・職員の理解やコミュニ
ケーションが深まり、運営の協力関係に繋がるのではないでしょうか。その始めとして、事業計画を利
用者や家族等に周知(配布・掲示・説明等)を行なってはと感じます。

◇特に評価の高い点

【分かり易い計画展開】
５年スパーンの中期計画（運営方針・組織目標）を掲げ、理念や基本方針の実現に向けたビジョンを
明確にし、具体的な課題を抽出しています。中期計画を踏まえた年度の事業計画が同じ帳票上に
作成されており、繋がりが分かり易く工夫されています数値目標や具体的な成果等を設定する事に
より、実施状況の評価を行える内容となっています。内容のＰＤＣＡ展開が７月・12月・年度末と年に
３回行なわれており、評価結果に基づき追加/削除/継続等の見直しが行なわれています。事業計
画は、基本的には職員からのボトムアップの課題提案型でまとめられています。

【障害の状況に応じた支援】
特に今年度は発達障害に対応して２回の職員研修を行い、専門知識の習得と支援の向上をはかっ
ています。利用者の行動観察を行ない、職員間で支援方法等の検討と理解・共有を行っています。
対応を間違わない様に言動や仕草、入浴有無、家族で着衣の着回し等がないか、注視して支援し
ています。

【就職活動の支援と定着支援】
障害者就業・生活支援センターやハローワーク等との連携を定期的かつ適切に行っており、利用者
の就職率50％、３年間の定着率は７０％と云う実績を上げています。利用者や地域の障害者が離職
した場合、合計２年の範囲で再受入れも行なっています。職場や受注先の開拓に付いては、出来る
範囲での対応となっています。


